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研究成果の概要（和文）：　本研究は、訪問看護事業所の職場内コミュニケーションと看護師の就業継続意向と
の関連を検証すること、及び、職場内コミュニケーションを促進するプログラムを開発・試行・効果評価をする
ことを目的とした。
　分析の結果、就業継続意向あり群の方が、カンファレンス（p = 0.019）、管理者との会話（p = 0.020）、ス
タッフとの会話（p = 0.004）に費やす時間が有意に長いことが明らかとなった。そこで、「ケアを語る事例検
討会」を開発し実施したところ、訪問看護師及び訪問看護ステーション管理者両者から高い評価を受けた。今後
はプログラムのファシリテーション方法の確立が課題であると考えられた。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to examine the relationship between 
communication in an agency and home care nurse’s intention to remain and to develop and evaluate a 
program to promote communication in the agency. The results showed that home care nurses who 
preferred to remain at the current agency spent significantly longer minutes for conferences(p = 0.
019), dialogue with a manager(p = 0.020), and dialogue with staff members(p = 0.004)than those who 
did not prefer to remain at the current agency. We developed “a dialogue based case conference 
program.” Although the work engagement and intention to remain at the current agency were not 
improved after the program, most participants evaluated that this program was useful for them. 

研究分野：在宅ケア、訪問看護、人材育成

キーワード： 在宅ケア　訪問看護　離職予防　事例検討

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
 訪問看護は在宅療養者を支える上で欠かせない存在であるが、訪問看護師の離職によって在宅療養者・家族へ
の支援が十分に提供出来ないリスクを抱えている。本研究では、職場内コミュニケーションが訪問看護師の就業
継続意向との関連を明らかにし、コミュニケーション促進のプログラムとして「ケアを語る事例研究会」を開発
した。
 本方策によって、訪問看護師の離職者数減少が期待され、訪問看護サービスの質の低下を防ぎ、サービスの量
も安定供給可能となろう。それによって、地域包括ケア推進の鍵となる訪問系サービス事業所で働く職員確保の
助けとなり，来るべき超高齢社会における医療・介護体制整備の礎となることが期待される。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
国家戦略として推進される地域包括ケアシステムに、訪問看護は欠かせない存在である。こ
のように、訪問看護の社会的ニーズが高まる一方、訪問看護事業所で働く看護師は約 4万人と
ほぼ横ばいで推移しており、多くの訪問看護事業所が看護師の人材確保に苦心している。在宅
ケア領域で働く看護師の離職要因は、個人特性・組織特性・仕事満足度等が検討されてきてい
るが、既存の理論モデルでは十分に離職を説明出来ず（Ellenbecker, 2008）、既存の理論モデ
ルに含まれる要因以外に離職に影響を及ぼす要因があると推測される。我々が実施した先行研
究において、職場内でのコミュニケーションが訪問看護師の就業継続に有用であることが示唆
された（Noguchi-Watanabe et al., 2016）。しかし、定量的な検証はまだ検討の途上であり、
これらを促進するためのプログラム開発が急務であると考えられた。 
 
２．研究の目的 
本研究は、訪問看護事業所の職場内コミュニケーションと看護師の就業継続意向との関連を
検証すること、及び、職場内コミュニケーションを促進するプログラムを開発・試行・効果評
価をすることを目的とする。 
 
３．研究の方法 
（１）職場内コミュニケーションと就業継続意向の関係の検討 
① 研究デザイン：横断研究 
② 対象者 
機縁法にてリクルートした国内2自治体の全訪問看護ステーションに勤務する全訪問看
護師及び管理者を対象とした。 

③ データ収集方法 
 自記式質問紙調査法（郵送配布・回収）を実施した。 

④ 調査内容 
訪問看護師票には、職場への就業継続意向、典型的な直近一日の時間の使い方（訪問、
移動、カンファレンス、管理者との会話、スタッフとの会話）、基本属性等が含まれた。
管理者票には、ステーション属性、管理者の基本属性等が含まれた。 

⑤ 分析方法 
記述統計を確認した後、職場内コミュニケーションに費やす時間（カンファレンス、管
理者との会話、スタッフのとの会話）と職場への就業継続意向の有無の関連について分析
を行った。 

 
（２）事例をベースにしたコミュニケーションプログラムの開発と試行/評価 
① プログラムの開発 
訪問看護ステーションの管理者と共に、事例から互いの看護についての話し合いが促進
されることを目指したプログラムとして、事例をベースに自身の考えや看護を言語化・共
有することのできる「ケアを語る事例検討会」を開発した。 

② プログラムの試行/評価 
都内の訪問看護ステーション 1か所にて、2018 年 3月から月 1回、1時間（朝 8～9時）
に「ケアを語る事例検討会」プログラムを半年間実施した。評価のための調査デザインは、
事前事後テストデザイン（1 群）を採用した。プログラム開始前と 6 か月後の 2 時点で調
査を実施した。調査内容は、ワークエンゲイジメント、就業継続意向、基本属性等であっ
た。また、参加者に対してインタビュー調査も実施した。 

 
４．研究成果 
 
（１）職場内コミュニケーションと就業継続意向の関係の検討 
訪問看護ステーション 380 か所
（管理者 380 名、訪問看護師 2315
名）へ質問票を配布し、管理者 108
名（回収率 28.4％）、訪問看護師 677
名（回収率 29.2％）から回答を得た。
そのうち、性別・年齢の未記入者を
除き訪問看護師658名を分析対象と
した。 
 
① 対象者の属性 
対象者の年齢は平均46.2±8.3歳、
女性が98％であった。常勤が54.4％、
現 職 場 で の 経 験 年 数 は 平 均
6.0±5.5 年であった。 

表1.基本属性（訪問看護師） n=658
ｎ ％ Mean SD

年齢 46.2 8.3
性別：女性 648 98.5
勤務形態：常勤 358 54.4
看護師の経験年数 20.7 8.7
訪問看護の経験年数 7.5 6.2
現職場での経験年数 6.0 5.5
有給休暇取得日数（日/年） 9.0 6.3
残業を含めた労働時間（普段1か月・時間） 125.9 99.8
片道通勤時間（分） 21.6 14.8
夜間土日祝日オンコール担当（日/月） 4.7 5.0



② 就業継続意向 
就業継続意向については、「あなたは現在のステーションで働き続けたいと思いますか」に対
し、非常にそう思う（108 名）、そう思う（339 名）、どちらとも言えない（164 名）、そう思わ
ない（36 名）、全くそう思わない（11名）の回答を得た。 
 
③ 職場内コミュニケーション時間と就業継続意向との関連 
就業継続意向について「非常にそう思う」「そう思う」を就業継続意向あり群（447 名：67.9％）
それ以外を就業継続意向なし群（211 名：32.1％）として、職場内コミュニケーションに費や
す時間との関連を検討した結果を図 1に示す。訪問時間、移動時間は就業継続意向の有無で有
意な差は見れらなったものの、カンファンレンスの時間（意向なし31.2分/日 vs 意向あり32.5
分/日; p = 0.019）、管理者との会話（意向なし 30.4 分/日 vs 意向あり 36.4 分/日; p = 0.020）、
スタッフとの会話の時間（意向なし 60.1 分/日 vs 意向あり 71.2 分/日;  p = 0.004）は、就
業継続意向あり群の方が有意に長かった。 

図1. 訪問看護師の定着意向の有無別にみた仕事中に費やす時間（分/日）
Wilcoxonの符号付順位和検定
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（２）事例をベースにしたコミュニケーションプログラムの開発と試行/評価 
 
①プログラムの開発 
前述の結果から、職場内コミュニケーションを促進するプログラムとして、ケアを語る事例
検討会プログラムを、訪問看護ステーションの管理者/訪問看護師と相談しながら開発した。プ
ログラムの時間配分（表 2）及び、ケースを際にホワイトボードに記す枠組み（図 2）を示す。 
 

表 2．プログラムの時間配分 

 
 

 
 



図 2．ケアを語る事例検討会で用いる枠組み 

 
 
②プログラムの試行・評価 
プログラム「ケアを語る事例検討会」を 6回（2018 年 3月 8 月）に実施した。プログラム参
加者は 14名であったが、事前事後の 2時点の質問票が 10 名から得られたため、10 名を分析対
象とした。 
 
②-1 対象者の属性（表 3） 
年齢は平均 27.8±2.3 歳、女性が 4名（40％）、勤務形態は常勤が 9名（90％）で、最終学歴
が大学/大学院の者が 8名（80％）であった。 
 

表 3．対象者の属性 

 
 

②-2 プログラム前後の評価（表 4） 

ワークエンゲイジメントの下位尺度の平均値は、活力（前 4.6±1.1、後 3.7±1.5）、熱意（前
5.0±0.9、後 4.1±1.3）、没頭（前 4.2±1.4、後 3.6±1.5）であった。 
就業継続意向については、「あり」と回答した者は 4名と不変であったが、「わからない」と
回答した者がプログラム全 5名からプログラム後 3名へ減少した。また、就業継続意向「なし」
と回答した者はプログラム前 1名からプログラム後 3名へと増加した。 
 

表 4．ワークエンゲイジメントと就業継続意向（プログラム前後） 

 



②-3ヒアリング結果（表 5） 

プログラム参加者へヒアリングを行った結果を表 5に示す。事例提供・ファシリテータとし
ての役割を担った者、参加メンバーとして参加した者など複数の立場からの意見を伺った。 
 

表 5．ヒアリング内容 

 
 
（３）今後の課題 
 本研究において、職場内コミュニケーションに費やす時間が、就業継続意向に関連している
ことが明らかとなった。今後は、実際に就業継続/離職に関係するかどうか、縦断的に追跡調査
が必要であろう。 
また、職場内コミュニケーションを促進することを目指した事例をベースにしたコミュニケ
ーションプログラムとして「ケアを語る事例検討会」を開発し、試行評価した。しかし、仮説
通りの結果は得られなかった。この理由として、評価対象者数が少ないこと、及び対象ステー
ションが比較的若い訪問看護師が多いこと等が考えられた。また、就業継続意向やワークエン
ゲイジメントは遠位のアウトカムとして位置し、6か月という短期間で得られる効果としては、
より直接的なアウトカム（ケアについて話す機会が増えた、他のスタッフのケアについて知る
ことが出来た、等）であったと考えられる。今後は、参加者数を増やし、直接的なアウトカム
を含めて当プログラムを評価していく必要があるだろう。また、「ケアを語る事例検討会」は雑
誌等でも発表し普及啓発に努めたが、まだ一般的に普及しているとは言い難い。今後さらに、
より多くの訪問看護ステーションでの実施に向けて普及啓発活動を実施していくことが課題で
ある。 
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